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議 事 録 

 

会 議 名 令和３年度山陽小野田市障害福祉計画検討委員会 

開催日時 令和４年２月１０日（木）午後３時００分～午後４時１５分 

開催場所 高千帆福祉会館 会議室（２階） 

出 席 者 社会福祉法人山陽小野田市社会福祉事業団   出口 善則 

山 陽 小 野 田 精 神 保 健 家 族 会   今橋 惠津子 

相 談 支 援 事 業 所 の ぞ み   植木 亨 

山陽小野田市地域包括支援センター運営協議会   上村 篤子 

山 陽 小 野 田 市 障 害 者 協 議 会   佐々木 勇蔵 

一 般 公 募   中村 明美 

学 識 経 験 者  長谷 亮佑 

山陽ボランティア連絡協議会   水田 愛子 

社会福祉法人山陽小野田市社会福祉協議会   光永 仁 

小野田ボランティア連絡協議会   森本 眞智子 

山陽小野田市民生児童委員協議会   安田 克己 

一 般 公 募   山田 起代 

こども発達支援センターとことこ   吉水 多加志 

欠 席 者 宇 部 公 共 職 業 安 定 所  岡村 里美 

山 陽 小 野 田 医 師 会   廣田 勝弘 

障害者就業・生活支援センター   藤井 淳 

山 陽 小 野 田 市 教 育 委 員 会   山縣 利恵 

事務担当課 

及び職員 

福 祉 部 次 長  岩佐 清彦 

福 祉 部 障 害 福 祉 課 長  吉村 匡史 

障 害 福 祉 課 長 補 佐   松本 啓嗣 

障害福祉課障害支援係長  岡手 優子 

障害福祉課障害福祉係長  三隅 貴恵 

会議次第 １ あいさつ 

２ 委員紹介 

３ 会長あいさつ 

４ 議事 

（１）計画の位置づけ等について 

（２）計画の進捗状況について 

   ・障がい福祉サービスについて 

   ・成果目標について 
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（３）令和３年度主な事業の実施状況について 

 

１ あいさつ 

 

２ 委員紹介 

 

３ 会長あいさつ 

 

４ 議事 

※山陽小野田市障害福祉計画検討委員会規則第４条第２項により、出口会長が

議長として議事進行を行う。 

 

（１）計画の位置づけ等について 

第４次障がい者計画、第６期障がい福祉計画及び第２期障がい児福祉計画

の位置づけについて、事務局が説明を行う。 

 

議長： ただ今の説明に関しまして、御意見はございませんか。 

 

質疑応答はなし 

 

（２）計画の進捗状況について 

・障がい福祉サービスについて 

事務局が説明を行う。 

 

議長： 障がい福祉サービスについて、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた

サービスがあったとの説明がありましたが、支援をされていての現状と課題

について御意見はございませんか。 

 

委員： 未就学児の療育施設ですが、ほとんどのお子さんが保育園や幼稚園との並

行通園で、新型コロナウイルス感染症の影響で保育園等が自主登園となった

時には、原則自粛をお願いしているが、濃厚接触者でない場合は受け入れて

いる。 

    施設内の消毒等感染予防を徹底し、利用者の家族へ感染予防パンフレット

の配布など、様々な対策を行っている。 

    また、保健所の指示に従うことを徹底し、職員間も連絡を密にとるように

している。 

次に、指定障害児相談支援事業所を４月１日に立ち上げる予定としており

ますので、今後ともお世話になることも多いと思います。 
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よろしくお願いいたします。 

 

委員： ２点質問したい。 

新聞で見たが、医療的ケア児の人数が年々増加傾向にあるそうだが、市内

ではどうなのか。 

また、放課後等デイサービスの利用時間について、長期休暇中などはサー

ビスの終了時間が早いと、仕事を持っている方などにとっては厳しいという

話があるが、市内ではどうか。 

 

事務局： 医療的ケア児は現在７名おられる。 

     市として増加していくかどうかは、これから把握していく予定。治療に

より医療的ケア児ではなくなる方もいらっしゃるので、対象者の把握を引

き続き行っていく。 

     また、放課後等デイサービスの利用時間については、平日放課後の利用

がほとんどだが、長期休暇中の利用も対応している。サービスの終了時間

は施設によって異なるが、その後も日中一時支援事業を利用していただく

など、なるべく保護者の方に支障がでないような支援を行っている。 

 

委員： 障がい者の雇用状況についてだが、国も県も年々雇用率が上がっているが

管内雇用率は令和３年度に下がっているが、１２月時点のデータなのか。 

 

事務局： ６月時点のデータで、今回は下がっている。 

 

委員： 日常生活用具について、どんなものが対象になるのか、視覚障がい者に情

報が行き渡っていないと感じる。情報の周知について考えてほしい。 

    

事務局： 貴重な御意見ありがとうございます。 

窓口において「障がい福祉のしおり」（点字のもの）を渡し、説明を行っ

ているが、御理解いただけていない方もいらっしゃるので、周知の方法につ

いて考えていこうと思う。 

 

・成果目標について 

事務局が説明を行う。 

 

議長： 地域生活支援拠点の整備及び機能の充実に関する説明に関しまして、拠点

の機能を充実させるためにはどのようなものが必要と考えられるか、御意見

はございませんか。 

 

委員： 直にふれあえることが大事だが、現在はそれが難しい状況なので、なかな
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か様子が見えない。 

   直接、地域の方の相談に携わっている方から、報告や課題等を聞く機会があ

れば良いと思う。 

 

委員： 相談の入口として、市の各課窓口等で接点があった際に、その課の専門分

野のみならず家庭や背景まで踏み込めると、障がい福祉に関することがでて

くる可能性は高いと思う。 

    これから市の中で、そのような連携ができてくれば、現在サービスが行き

届いてない層につながると思う。 

 

委員： 障がいのみでなく幅広い分野と連携できると、対応が速くできると思う。 

    また、相談については、連休や年末年始等、長期間家庭にこもるような時

に不調を訴える方が多いので、それに対応できる体制ができたらいいと思

う。 

    緊急ショートステイなどで心配なのが、コロナウイルス感染症への対応

で、生活状況のよくわからない方を受け入れるため、優先的に検査ができる

等あれば安心できる。 

    利用料についてだが、収入状況によっては支払いに困る家庭がでてくると

思われる。検討が必要だと思う。 

 

（３）令和３年度主な事業の実施状況について 

事務局が説明を行う。 

 

議長： ただ今の説明に関しまして、御意見はございませんか。 

 

質疑応答はなし 

 

議長： 最後に、委員の皆様より何か御意見はございますか。 

 

質疑応答はなし 

 

障害福祉課長があいさつの後、閉会。 

 


